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(57)【要約】
　交換可能なモジュールを有するモジュール式パルスオ
キシメータプラットフォームを動作させるためのシステ
ム及び方法である。この方法は、健康状況に基づいて複
数のモジュールを選択するステップと、複数の接続手段
を介して複数のモジュール及びパルスオキシメータプラ
ットフォームを直列に接続するステップとを含む。パル
スオキシメータは、複数のモジュールからの識別番号を
解釈し、それに応じて接続された複数のモジュールを動
作させる。複数のモジュールから受信されたデータは、
互い同士に又はパルスオキシメータデータに関連付けら
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者への使用のための、交換可能なモジュールを有するモジュール式パルスオキシメー
タプラットフォームであって、前記モジュール式パルスオキシメータプラットフォームは
、
　電源、保険ネットワークと通信するための遠隔通信モジュール、プロセッサ、メモリ、
及び、ＩＤリーダを備えるパルスオキシメータと、
　アクティブサブユニット、他のプロセッサ、他のメモリ、及び、それぞれのモジュール
を一意的に識別するＩＤ番号を送信するＩＤ送信器を各々が備える複数のモジュールと、
を含み、
　前記パルスオキシメータ及び前記複数のモジュールの各々は、機械的、電子的、及び電
気的に前記パルスオキシメータと前記複数のモジュールとを直列形式で接続する１つ又は
複数の接続手段をさらに含む、モジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項２】
　前記複数のモジュールの各々の前記１つ又は複数の接続手段はさらに、
　前記モジュールを前記複数のモジュールのうちの別のモジュール又は前記パルスオキシ
メータに機械的に連結する機械的接続手段と、
　前記電源から前記モジュールへの電力供給を可能にする電力通信手段と、
　前記パルスオキシメータ及び前記複数のモジュール間でのデータの通信を可能にするデ
ータ接続手段と、を含む、請求項１に記載の交換可能なモジュールを有するモジュール式
パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項３】
　前記パルスオキシメータは、前記患者の身体の部位上に装着され、前記患者の酸素飽和
度を測定するように適合された携帯型パルスオキシメータである、請求項２に記載のモジ
ュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項４】
　前記患者の身体の部位は、指、耳、つま先又は指以外の身体の部位である、請求項２に
記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項５】
　前記複数のモジュールは、前記患者の健康状況に基づいて選択される、請求項２に記載
のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項６】
　前記複数のモジュールは、体温モジュール、血圧モジュール、マイクロフォンモジュー
ル、ＧＰＳモジュール、セキュリティ警報モジュール、ＩＤモジュール、加速度計モジュ
ール、化学的検出モジュール、ＳＤカードモジュール、及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ(登録商
標）センサモジュールから選択される、請求項２に記載のモジュール式パルスオキシメー
タプラットフォーム。
【請求項７】
　前記健康状況は、疾患、症状、環境条件、患者の年齢、特定の状況又はこれらの組み合
わせである、請求項６に記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項８】
　前記１つ又は複数の機械的接続手段は、前記モジュール又は前記パルスオキシメータの
一方の側に配置される第１の接続手段と、前記モジュール又は前記パルスオキシメータの
反対の側に配置され、前記第１の接続手段と機械的に連結可能である第２の接続手段と、
を含む、請求項３に記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項９】
　前記アクティブサブユニットは、前記患者の生理学的パラメータを測定するための生理
学的センサである、請求項２に記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム
。
【請求項１０】
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　前記生理学的パラメータは、前記患者の呼吸、脈拍、血圧、体温、及びｐＨから選択さ
れる、請求項９に記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項１１】
　前記保険ネットワークは、保険ネットワークプロセッサ、通信モジュール、ＩＤデータ
ベース、及びモジュールプログラムデータベースを含む、請求項２に記載のモジュール式
パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項１２】
　前記ＩＤリーダ及び前記ＩＤ送信器は、ＲＦＩＤ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、セルラ通信又は他の無線通信技術に適合した無線
通信モジュールである、請求項２に記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォ
ーム。
【請求項１３】
　前記ＩＤリーダ及び前記ＩＤ送信器は、前記パルスオキシメータ及び前記複数のモジュ
ールのプロセッサによってそれぞれ実行されるソフトウェア機能である、請求項２に記載
のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項１４】
　前記ＩＤデータベースは、１つ又は複数のＩＤ番号及び当該ＩＤ番号に対応する１つ又
は複数のモジュールタイプを含む、請求項１１に記載のモジュール式パルスオキシメータ
プラットフォーム。
【請求項１５】
　前記モジュールプログラムデータベースは、前記モジュールを動作させるために必要な
モジュールタイプ及びいくつかのプログラムデータファイルをテーブル形式で保存する、
請求項１１に記載のモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項１６】
　前記保険ネットワークは、クラウドサービスネットワークである、請求項１１に記載の
モジュール式パルスオキシメータプラットフォーム。
【請求項１７】
　患者への使用のための、交換可能なモジュールを有するモジュール式パルスオキシメー
タプラットフォームを動作させる方法であって、
　健康状況に基づいて選択された複数のモジュールとパルスオキシメータとを複数の接続
手段を介して直列に接続するステップと、
　前記複数のモジュールによって送信された複数のＩＤ番号を識別するステップと、
　前記患者の身体の１つの部位に近接した前記パルスオキシメータ及び前記複数のモジュ
ールを、パルスオキシメータプロセッサを介して動作させるステップと、
　前記複数のモジュールから前記パルスオキシメータにモジュールデータを送信するステ
ップと、
　複数の送信された前記モジュールデータ及びパルスオキシメータデータのうちの少なく
とも２つを関連付けるステップと、を含む、方法。
【請求項１８】
　複数の送信された前記モジュールデータ及び前記パルスオキシメータデータのうちの少
なくとも２つを関連付けるステップは、それぞれのデータセットの同期、相関、及び計算
を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記パルスオキシメータプロセッサは、体温データ、血圧データ、及び音声データを前
記患者に関連付けられるデータセットにグループ分けする、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　ＩＤリーダを起動するステップをさらに含み、前記複数のモジュールによって送信され
た前記複数のＩＤ番号を識別するステップは、前記ＩＤリーダを使用して行われる、請求
項１７に記載の方法。
【請求項２１】
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　前記ＩＤ番号が識別されると、前記ＩＤ番号に対応したプログラムデータが読み込まれ
て実行され、接続された前記モジュールは、１つ又は複数の対応する機能を実行すること
ができる、請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　前記プログラムデータの一部又は全部は、前記パルスオキシメータプロセッサ、前記モ
ジュールのプロセッサ、又は、前記パルスオキシメータプロセッサと前記モジュールのプ
ロセッサとの組み合わせによって読み込まれて実行される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＩＤ番号が認識されない場合、無認識のＩＤ番号を含むＩＤ要求が、前記パルスオ
キシメータの遠隔通信モジュールを使用して保険ネットワークに送られる、請求項１７に
記載の方法。
【請求項２４】
　前記パルスオキシメータによって送られた前記ＩＤ要求を前記保険ネットワークにおい
て受信するステップと、
　前記ＩＤ番号を前記保険ネットワーク内のＩＤデータベースに記載された値と照合する
ことによってモジュールタイプを識別するステップと、
　前記保険ネットワークのモジュールプログラムデータベースにおいて前記モジュールタ
イプを検索することによって前記モジュールを実行するために必要なプログラムデータフ
ァイルを識別するステップと、
　前記プログラムデータファイルを前記パルスオキシメータに送るステップと、をさらに
含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ＩＤデータベースは、前記ＩＤ番号のための１つの欄と、前記モジュールタイプの
ための他の欄とを含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記モジュールプログラムデータベースは、前記モジュールタイプのための１つの欄と
、前記プログラムデータファイルのための他の欄と、を含む、請求項２４に記載の方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　基本デバイスの機能を拡張するために複数のモジュールを組み込むことができるモジュ
ール式デバイスが知られている。
【背景技術】
【０００２】
　モジュール式は、古いデバイスをより良い機能を有するより新しいデバイスに取り替え
る必要性を低減するため、デバイスの有用性を拡張する利点をもたらす。代わりに、新し
いモジュールを購入して基本デバイスに組み込むことができる。モジュール式はまた、様
々なモジュールが状況に基づいて選択され得る柔軟性及び適合性を提供する。これ以上必
要のない又は望まれないモジュールは、容易にモジュール式デバイスプラットフォームか
ら取り除くことができる一方で、必要なモジュールを選択することができる。モジュール
式は、病院、診療所、救急室、医院、長期在宅医療設備のようなヘルスケア産業において
特に有利である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　患者の状態及び健康状況には多様性があるため、特定の患者の状態又は健康状況に適し
た医療機器を組み合わせるやり方もまた様々である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　本発明による実施形態は、交換可能なモジュールを有するモジュール式パルスオキシメ
ータプラットフォームを動作させるためのシステム及び方法に関する。このシステムは、
健康状況に基づいて選択された複数のモジュールを接続するためのプラットフォームとし
てのパルスオキシメータを含む。複数のモジュール及びパルスオキシメータの各々は、機
械的、電子的、及び電気的にパルスオキシメータを複数のモジュールに直列に接続するた
めの複数の接続手段を含む。
【０００５】
　いくつかの実施形態による方法は、複数の接続手段を介して、パルスオキシメータと健
康状況に基づいて選択された複数のモジュールとを直列に接続するステップを含む。複数
のモジュールは、身体の１つの部位に近接して識別され、動作させられる。その後、パル
スオキシメータは、様々なモジュールデータ及びパルスオキシメータデータを取得して関
連付ける。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、本発明の好ましい実施形態による交換可能なモジュールを有するモジュ
ール式パルスオキシメータプラットフォームを動作させるためのシステムのブロック図を
示す。
【図２】図２は、本発明の好ましい実施形態によるモジュールのブロック図である。
【図３】図３は、本発明の好ましい方法のフローチャートである。
【図４】図４は、本発明の実施形態による保険ネットワークに接続されたモジュール式パ
ルスオキシメータプラットフォームのブロック図である。
【図５】図５は、本発明の実施形態によるモジュール式パルスオキシメータプラットフォ
ームソフトウェアのフローチャートである。
【図６】図６は、本発明の実施形態による保険ネットワークソフトウェアのフローチャー
トである。
【図７】図７は、本発明の実施形態によるＩＤデータベースの例示的な実施形態である。
【図８】図８は、本発明の実施形態によるモジュールプログラムデータベースの例示的な
実施形態である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明のいくつかの実施形態は、交換可能なモジュールを有するモジュール式パルスオ
キシメータプラットフォームを動作させるための方法であって、パルスオキシメータと健
康状況に基づいて選択された複数のモジュールとを複数の接続手段を介して直列に接続す
るステップと、複数のモジュールによって送信された複数の識別番号を識別するステップ
と、パルスオキシメータプロセッサを介して、身体の１つの部位に近接したパルスオキシ
メータ及び複数のモジュールを動作させるステップと、複数のモジュールからパルスオキ
シメータにモジュールデータを送信するステップと、複数の送信されたモジュールデータ
及びパルスオキシメータデータのうちの少なくとも２つを関連付けるステップと、を含む
方法に関する。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態はまた、交換可能なモジュール１０４（例えば、１０４ａ
～１０４ｃ）を有するモジュール式パルスオキシメータプラットフォーム１００に関し、
前記モジュール式パルスオキシメータプラットフォームは、電源１０８及び遠隔通信モジ
ュール１１０を備えるパルスオキシメータ１０２と、各々がアクティブサブユニットを有
する複数のモジュール１０４（例えば、１０４ａ～１０４ｃ）と、を含み、パルスオキシ
メータ及び複数のモジュールの各々は、プロセッサ（例えば、１０６、２０４）、メモリ
（例えば、１１２、２０６）、並びに、機械的、電子的、及び電気的にパルスオキシメー
タと複数のモジュールとを直列に接続するための接続手段１１４を有する。
【０００９】
　図１に示される好ましい実施形態では、パルスオキシメータ１０２は、複数のモジュー
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ル１０４ａ～ｃが直列形式で接続される監視プラットフォームとして設けられている。パ
ルスオキシメータ１０２は、プロセッサ１０６、電源１０８、遠隔通信モジュール１１０
、メモリモジュール１１２、及び複数の接続手段１１４を備える。図２に示されるモジュ
ール１０４ａの例示的な実施形態は、アクティブサブユニット２０２と、プロセッサ２０
４と、メモリモジュール２０６と、モジュール１０４ａをパルスオキシメータ１０２又は
モジュール１０４ｂのどちらかに機械的、電子的、及び電気的に接続するための複数の接
続手段２０８ａ、２０８ｂ、２１０ａ、２１０ｂ、２１２ａ、及び２１２ｂと、を含む。
接続された直列の構成では、機械的接続手段２０８ｂがモジュール１０４ａをモジュール
１０４ｂに機械的に連結すると同時に、機械的接続手段２０８ａがモジュール１０４ａを
パルスオキシメータ１０２に機械的に連結する。同様の構成において、電力通信手段２１
０ｂがモジュール１０４ｂへの電力の供給を可能にすると同時に、電力通信手段２１０ａ
が電源１０８からモジュール１０４ａへの電力の供給を可能にする。同様の接続された直
列の構成では、データ接続手段２１２ａ及び２１２ｂはまた、モジュール１０４ａ～ｃ各
々の複数のデータ通信手段２１２ａ及び２１２ｂをパルスオキシメータ１０２に接続する
ことによって、パルスオキシメータ１０２と複数のモジュール１０４ａ～ｃとの間でのデ
ータの通信を可能にする。
【００１０】
　パルスオキシメータ１０２は、好ましくは、患者の指に装着され、患者の酸素飽和度を
測定するように適合された携帯型パルスオキシメータデバイスである。あるいは、パルス
オキシメータ１０２は、患者の耳、つま先又は患者の指以外の身体の部位上にクリップさ
れるように適合される。
【００１１】
　複数のモジュール１０４ａ～ｃは、患者の健康状況に基づいて選択され、パルスオキシ
メータ１０２に直列に接続される。本発明のいくつかの実施形態のモジュール式デザイン
は、健康状況に基づく必要性に応じたモジュール１０４ａ～ｃの互換性及びカスタマイズ
性を有効にする。任意の数のモジュールをパルスオキシメータ１０２に直列に接続するこ
とができる。さらに、好ましくは、モジュール式パルスオキシメータプラットフォームの
動作は、モジュールが取り付けられているシーケンスからは独立している。例えば、体温
モジュール、血圧モジュール、及びマイクロフォンモジュールを含むシーケンスを有する
第１の構成は、好ましくは、血圧モジュール、マイクロフォンモジュール、及び血圧モジ
ュールを含むシーケンスを有する第２の構成と同様に機能する。モジュール１０４ａ～ｃ
は、様々な機能を実行し、それらは、体温を測定するためのモジュール（体温モジュール
）、全地球測位衛星信号を使用して位置を測定するモジュール（ＧＰＳモジュール）、特
定の場所に出たり入ったりした場合にセキュリティ警報を発するモジュール（セキュリテ
ィ警報モジュール）、バーコード又は他の識別手段を包含し得るモジュール（ＩＤモジュ
ール）、加速度計モジュール（加速度計モジュール）又は微小電気機械システム、試験紙
、若しくは他の手段を使用して化学的検出器を測定することができるモジュール（化学的
検出モジュール）を含む。
【００１２】
　別の実施形態では、パルスオキシメータは、１つ以上の一連のモジュールを取り付ける
ための１つ以上の接続手段を含む。例えば、図１に示されるパルスオキシメータ１０２は
、２つのモジュール１０４ａ及び１０４ｃをパルスオキシメータ１０２に並列に接続する
ことを可能にするための２つの接続手段１１４を有する。モジュール１０４ａ又はモジュ
ール１０４ｃのいずれかに追加の電子モジュールが直列に接続されてもよい。
【００１３】
　健康状況は、例えば、疾患、症状、環境条件、患者の年齢又は特定の状況であり得る。
カスタマイズは、健康状況及び取得が望まれるデータを考慮して、ユーザ又は医療専門家
によって実行される。例えば、パルスオキシメータが、血圧モジュール、体温モジュール
、ＳＤカードモジュール、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）センサモジュール、及びマイ
クロフォンモジュールを備えるようにカスタマイズすることによって、呼吸困難の患者が
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監視されるようになる。
【００１４】
　パルスオキシメータ１０２と複数のモジュール１０４ａ～ｃとが互いに接続される直列
の方式は、舌状要素及び溝要素又は雄コネクタ及び雌コネクタであり得る複数の接続手段
２０８ａ、２０８ｂ、２１０ａ、２１０ｂ、２１２ａ、及び２１２ｂによって可能にされ
、２つのモジュールを重ねる又は接続することが第１の接続手段と第２の接続手段とを機
械的に連結させるように、第１の接続手段がモジュール又はパルスオキシメータの一方の
側に配置され、第２の接続手段がモジュール又はパルスオキシメータの反対の側に配置さ
れる。例示的な一実施形態では、接続手段２０８ａ、２１０ａ、及び２１２ａは雌コネク
タであると同時に、接続手段２０８ｂ、２１０ｂ、及び２１２ｂは雄コネクタであり、モ
ジュール１０４ａの雄コネクタ２０８ａ、２１０ａ、及び２１２ａは第２のモジュールの
雌コネクタ２０８ｂ、２１０ｂ、及び２１２ｂによって受け止められるように適合される
。
【００１５】
　複数のモジュール１０４ａ～ｃのそれぞれの内部に存在するアクティブサブユニット２
０２は、好ましくは、呼吸、脈拍、血圧、体温、及びｐＨなどのユーザ（例えば、患者）
の生理学的パラメータを測定するための生理学的センサである。アクティブサブユニット
２０２はまた、アクチュエータ、触覚刺激装置、コントローラ、メモリカード、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）アダプタ又はパルスオキシメータ１０２の機能を拡張する任意の
モジュールのような、任意のモジュール要素であってもよい。
【００１６】
　図３は、本発明の好ましい方法を示す。健康状況に基づいて複数のモジュール１０４が
選択され、次いで、選択された複数のモジュール１０４は、互い同士に、及びパルスオキ
シメータ１０２に、複数の接続手段１１４を介して直列に接続される（ステップ３０２）
。識別（ＩＤ）番号は、モジュール１０４によって送信され、パルスオキシメータ１０２
によって受信されると、ＩＤ番号が識別される（ステップ３０４）。これらのＩＤ番号は
、有線又は無線の手段によって送信され得る。ＩＤ番号に基づいて、パルスオキシメータ
プロセッサ１０６は、当該ＩＤ番号のために構成されたソフトウェア及び規則を使用し、
これに応じて、接続されたモジュール１０４を動作させる（ステップ３０６）。パルスオ
キシメータ１０２及び複数のモジュール１０４の物理的な大きさ及び直列の構成は、パル
スオキシメータ１０２及び複数のモジュール１０４が身体の１つの部位、例えば患者の右
手、患者の右耳又は患者の左足に近接しての動作を可能にする。検知モジュールによって
取得されたセンサデータなどのデータは、モジュール１０４とパルスオキシメータ１０２
との間で通信される（ステップ３０８）。パルスオキシメータプロセッサ１０６によって
パルスオキシメータ１０２及び複数のモジュール１０４から得られた様々なデータセット
は、分析ツール及びアルゴリズムを使用して互いに関連付けられる（ステップ３１０）。
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、複数の送信されたモジュールデータ及びパルスオキシメ
ータデータのうちの少なくとも２つを関連付けるステップ（すなわち、様々なデータを関
連付けるステップ）は、それぞれのデータセットの同期、相関、及び計算を含む。パルス
オキシメータ１０２及び複数のモジュール１０４から得られたデータは、日時が刻印され
、共にグループ化される。例えば、パルスオキシメータ１０２を介して一つのセッション
の間に得られた体温データ及び血圧データは、同じ患者及び同じセッションに属するもの
としてタグ付けされる。あるいは、様々なデータセットを関連付けるステップは、較正、
相関、及び診断などの機能を実行するためにアルゴリズムに様々なデータセットを入力す
ることを含む。
【００１８】
　本発明の例示的な一実施形態において、医療専門家は、患者のバイタルサインを監視す
る。医療専門家は、患者に対してカスタマイズされたモジュールを選択する。このように
、医療専門家は、体温センサ、血圧センサ、ＳＤカードモジュール、ディスプレイモジュ
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ール、及びマイクロフォンをパルスオキシメータプラットフォームに接続してもよい。接
続されたモジュール１０４は、パルスオキシメータ１０２によって識別され、所定の動作
パラメータ、例えばモジュールドライバ、サンプリング周波数、及びメモリ割り当てに従
って動作させられる。体温センサ、血圧センサ、及びマイクロフォンによって得られたデ
ータは、パルスオキシメータに送られ、パルスオキシメータプロセッサは、体温データ、
血圧データ、及び音声データをセッション及び／又は患者に関連付けられるデータセット
にグループ分けする。これらのステップに続いて、医療専門家は、ディスプレイモジュー
ルを取り外してＷｉ－Ｆｉ（登録商標）モジュールを取り付けることができ、これによっ
て、これらのデータをさらなる処理のためにクラウドサーバにアップロードすることがで
きる。
【００１９】
　図４に示される本発明の別の実施形態では、パルスオキシメータ１０２は、保険ネット
ワークプロセッサ４０６、通信モジュール４０８、ＩＤデータベース４１０、及びモジュ
ールプログラムデータベース４１２を含む保険ネットワーク４０４と通信するために、遠
隔通信モジュール１１０を使用してインターネット４０２に接続する。この実施形態では
、モジュール１０４ａ～１０４ｃの各々は、それぞれのモジュールを各々が一意的に識別
するＩＤ番号を送信するためのＩＤ送信器４１６を収容し、パルスオキシメータ１０２は
、ＩＤリーダ４１４を収容する。ＩＤリーダ４１４、及びＩＤ送信器４１６は、ＲＦＩＤ
（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、セルラ通信
又は他の無線通信技術に適合した無線通信モジュールである。あるいは、ＩＤリーダ４１
４、及びＩＤ送信器４１６は、パルスオキシメータ及び複数のモジュールのプロセッサに
よってそれぞれ実行されるソフトウェア機能であり、ＩＤ番号は、本明細書に記載の複数
の通信手段を介して通信される。
【００２０】
　本発明の一実施形態によるＩＤデータベース４１０は、ＩＤ番号及び対応するモジュー
ルタイプを保存するデータベースである。本明細書で使用される場合、用語「モジュール
タイプ」は、例えば、コントローラ又は体温センサとして機能するモジュールなどの、そ
の特定の機能性に基づくモジュールのタイプを指す。モジュールタイプはまた、ブランド
、モデル、製造情報又はモジュールを識別する任意の情報に関連する情報を含んでもよい
。本発明の一実施形態によるモジュールプログラムデータベース４１２は、モジュールを
動作させるために必要な様々なモジュールタイプ及びプログラムデータファイルをテーブ
ル形式で保存する。個々のモジュール又はモジュールの組み合わせを動作させるために必
要な様々なプログラムは、デバイスドライバ、構成ファイル、設定データ、ユーザプロフ
ァイル又は特定のタスクを実行するための任意のルーチン、プログラム、オブジェクト、
コンポーネント若しくはデータ構造などを含む。
【００２１】
　本発明の一実施形態では、保険ネットワーク４０４は、複数のモジュールを動作させる
ために必要なプログラムを提供するクラウドサービスネットワークである。保険ネットワ
ーク４０４は、例えば、製造業者、第三者のクラウドサービスプロバイダ、政府機関、病
院又はローカルエリアネットワークコンピュータによって管理される任意のネットワーク
であり得る。
【００２２】
　図５は、パルスオキシメータプロセッサ１０６、プロセッサ２０４又はその両方によっ
て実施されるアルゴリズムを示すフローチャートである。少なくとも１つのモジュール１
０４をパルスオキシメータ１０２に接続すると、パルスオキシメータプロセッサ１０６は
、接続されたモジュールによって送信されたＩＤ番号を受信する（ステップ５０２）。そ
の後、ＩＤ番号を識別するためにＩＤリーダ４１４が起動される（ステップ５０４）。Ｉ
Ｄ番号が識別された場合、接続されたモジュール１０４が１つ又は複数の対応する機能を
実行できるように、ＩＤ番号に対応するプログラムデータが読み込まれ、実行される（ス
テップ５０６）。プログラムデータの一部又は全部は、パルスオキシメータプロセッサ１
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０６、プロセッサ２０４又はパルスオキシメータプロセッサ１０６と１つ又は複数のプロ
セッサ２０４との組み合わせによって読み込まれ、実行されてもよい。ＩＤ番号が認識さ
れない場合、無認識のＩＤ番号を含むＩＤ要求が、パルスオキシメータ１０２の遠隔通信
モジュール１１０を使用して保険ネットワーク４０４に送られる（ステップ５０８）。保
険ネットワーク４０４による識別の後、必要なプログラムがパルスオキシメータ１０２に
よって受信される（ステップ５１０）。
【００２３】
　図６は、保険ネットワークプロセッサ４０６によって実施されるアルゴリズムを示すフ
ローチャートである。パルスオキシメータ１０２によって送信されたＩＤ要求が保険ネッ
トワークシステム４０４において受信される（ステップ６０２）。モジュールタイプを識
別するために、ＩＤ番号がＩＤデータベース４１０に記載された値と照合される（ステッ
プ６０４）。次いで、モジュールプログラムデータベース４１２は、好ましくは、例えば
、プロセッサ４０６によって、ＩＤ番号を送信したモジュール１０４を動作させるために
必要なプログラムデータファイルを識別するために調べられる（ステップ６０６）。その
後、プログラムデータファイルはパルスオキシメータ１０２に送られる（ステップ６０８
）。
【００２４】
　図７は、本発明のＩＤデータベース４１０の一実施形態である。ＩＤデータベース４１
０は、ＩＤ番号及びモジュールタイプのための２つの欄を含む。例えば、ＩＤ番号「０１
５４８７３」は、「ＴＫ４２７パルスオキシメータ」タイプのパルスオキシメータに対応
する。
【００２５】
　図８は、モジュールプログラムデータベース４１２の実施形態である。モジュールプロ
グラムデータベースは、モジュールタイプ及びプログラムデータファイルのための２つの
欄を含み、例えば、モジュールタイプ「ＢＴＬ－Ａ４コントローラ（ベッド）」に関連付
けられるデータファイルは、「ＢＴＬｍａｉｎ．ｄａｔ」、「Ａ４ＤｉｓｐｌａｙＤｒｉ
ｖｅｒ．ｄａｔ」、及び「Ａ４ＧＵＩ．ｄａｔ」を含む。他のデータフォーマットもまた
、本発明の実施形態に従って使用され得る。
【００２６】
　本発明の別の例示的な実施形態では、医師は、呼吸障害を有する患者のバイタルサイン
を監視する。医師は、患者の状態に対してカスタマイズされたいくつかのモジュールを選
択する。医師は、例えば、患者の血圧（ＢＰ）及び呼吸を監視するために、ＢＰモジュー
ル及びマイクロフォンモジュールを選択してパルスオキシメータプラットフォームに接続
してもよい。マイクロフォンモジュール及びＢＰモジュール内に存在する１つ又は複数の
ＲＦＩＤ（登録商標）タグは、パルスオキシメータにＲＦＩＤ（登録商標）タグ番号を送
信する。マイクロフォンセンサに対応するＲＦＩＤ（登録商標）タグ番号は、パルスオキ
シメータによって識別され、これにより、マイクロフォンモジュールは、パルスオキシメ
ータメモリモジュールに既に保存されているマイクロフォンモジュールドライバに従って
動作させられる。しかし、ＢＰモジュールに対応するＲＦＩＤ（登録商標）タグ番号がパ
ルスオキシメータによって認識されない場合、パルスオキシメータは、新たに接続された
モジュールの同一性及び適合性を判定するためにパルスオキシメータ製造業者のウェブサ
イトに接続し、必要なドライバをダウンロードする。ＢＰモジュールドライバがダウンロ
ードされると、ＢＰモジュールが患者のＢＰを測定するように動作させることができる。
【００２７】
　ＢＰデータ、音声データ、及びパルスオキシメータデータの取得後、これらのデータセ
ット間の関連性を提供し、医師が正確な診断を行うように誘導するために、これらのデー
タセットは、パルスオキシメータプロセッサによって分析される。これらのステップに続
いて、医師は、ＢＰセンサを取り外し、処理結果を見るためにディスプレイモジュールを
接続してもよい。
【００２８】
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　本発明は、上述した本発明のいくつかの例示的な実施形態に限定されることを意図しな
い。当業者であれば想像することができる別のバリエーションも本開示の範囲内であると
意図される。
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